岩清水八幡領陸奥国岩城郡好嶋庄 : 「飯野家文書」の再検討 by 鍛代 敏雄












Writing reads and unties the medieval ancient document which was forwarded to Iino family of the Iino Hachimangu 
chief priest of a Shinto shrine work enshrined in Iwaki-shi, Fukushima, and is the basic consideration which tries 
reinspection about a domain in Iwashimizu hachimangu shrine and yoshimanoshou (mainly, the west).
It’s the medieval documentary crowd who represents the northeast area you have just done empty attention of fast 
including autonomous body history in Fukushima-ken and Iwaki-shi, and it’s designated as an important cultural asset 
present. A documentary catalog is also maintained so that it may be told by a body. But, there was also lagging of a study 
about manor history in Iwashimizu hachimangu shrine, and the discussion I approached from the Iwashimizu side of 
Honjo was performed, and I did.
So I decided to reconsider “Iino family document” from the angle of the Iwashimizu hachimangu shirine study to offer 
new information of historical sources. In the result and whole conventional inventory, shosai, 14 Iwashimizu hachimangu 
shirine related documents were picked out and a documentary name was corrected based on an investigation of document 
content and a study, and it was possible to find the new historical sources-like value.







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 蔵 人 頭 源 顕 経 ）
権中将（花押）
　　八幡別





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































嘉暦２年（1327）  4月 8日 権少僧都の所望を後醍醐天皇が
承認す
口宣案
 8月14日 法印の所望を光明天皇が承認す 口宣案
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文6年の後奈良天皇女房奉書（同829号）からも知られる。
（32） 今谷明『室町の王権』中公新書、1990年、67頁
（33） 別当職に関し、建長4年（1252）、宮清申状の披露にたい
し「此条可為京都御計之間、不及御口入」と、介入を排除
した。しかし、後述するが、14世紀の鎌倉末期、壇朝清
の検校補任の際、正和3（1314）10月2日〈28日〉の還
補にあたって、「関東吹挙」（「祠官系図（壇）」）や「関東
吹挙謀書云々」（「略補任」）と見え、石清水八幡宮寺の昇進・
転任について、なお表Ⅰ－①に鑑みれば、幕府の介入を否
定することはできない。
（34） 嘉暦元年11月17日付け官宣旨（『石清水』1－121号）
に付された奥書では、石清水の護国寺造立斧始式に「検校
法印大和尚朝清」と見える。
（35） たとえば、表Ⅰ－②は『鎌倉遺文』30108号（38巻375頁）
に「法印某請取状」、③は同30395号（39巻108頁）に「小
林入道某請取状」と見える。
（36） 前掲註（7）松井論文7頁上段
（37） 前掲註（9）山崎論文22頁
（38） 南北朝期の好嶋庄を理解するために、通清と足利尊氏との
結びつきについて、いま少し触れておきたい。通清は入江
を号して、一代の家を善法寺家内から独立させた。妻は、
尼門跡・尼五山となる通玄寺曇華院の智泉聖通（順徳天皇
の曾孫、四辻家出身）である。二人のあいだに生まれた娘、
仲子は広橋家の養女、後光厳天皇の皇后、後円融天皇の実
母・崇賢門院。おなじく紀良子は足利義詮の室で、義満の
実母である。通清はいわば公武を結びつけた姻戚の家門で
ある。通清と嗣子の昇清（山井を号する）は、尊氏・義詮
の将軍家御師（祈祷師）で、醍醐寺の真言密教系の修法を
よくした点が知られる。昇清の得度戒師は醍醐寺三宝院主
の賢俊である。「我が家の廟神」として八幡大菩薩を崇敬
した尊氏と通清とを仲介したのは賢俊だった、と考えられ
る。建武3年（1336）3月と5月、尊氏は「八幡宮社務法印」
また「八幡検校法印」宛てに、大宰府から京都へ発向する
ための合力祈祷を憑んだ（『石清水』6－59、60号、77・
78頁）。この時期の検校は田中陶清だった。だが、両文書
が善法寺家（のち菊大路家）に相伝されたことから、陶清
の任期（建武3年2月19日～建武3年6月6日）の前後に
検校職に就いていた通清に祈祷要請が出されたものと見な
される。また、翌4年6月5日、尊氏は石清水八幡宮安居
頭料所として伊予国の地頭没官地を寄進し、足利将軍家が
頭役を勤めることを約束し、ひとしく祈祷を憑んだ（『石
清水』6－88号、91頁）。さらに、同5年5月3日には、
神楽料として丹後国の佐野別宮地頭職を寄進している（『石
清水』6－104号、106頁）。仏神事興行、祈祷御願にか
かわって、ともに検校職に就いた通清にたいし寄進された
ものであった。このような足利将軍家と石清水八幡宮寺と
の密着した関係性を考慮した上で、好嶋庄の理解もさらに
深めなければならない。
（39） 前掲註（15）拙著①107頁
（40） 近年では、亀田俊和『足利直義』ミネルヴァ書房、2016年、
116頁
（41）『福島県史』7－186頁（78号）では「大和権守某奉書」、
小林論文（表Ⅰ〔注記〕ⅰ）では「室町幕府奉行人高重茂
奉書」、『南北朝』（同ⅴ）において室町幕府引付頭人奉書
とされている。ちなみに、高重茂の署判については、西国
の例だが、「安芸内藤家文書」（岸田裕之・秋山伸隆翻刻・
解説、『広島大学文学部紀要』49-1、1990年）所収の康
永2年の同じく引付頭人奉書に「駿河守（花押）」（7号・
8号文書）とある。書判は『定本』文書画像と同型である。
（42） 康永3年3月の室町幕府引付番衆注文案（白河集古苑編集
『重要文化財　白河結城家文書』2015年、98頁）によれば、
引付方の一番に「志水左衛門尉」、同三番に「斎藤左衛門
尉」と「依田左衛門尉」、同五番に「青砥左衛門尉」が確
かめられる。田中誠「康永三年における室町幕府引付方改
編について」（『立命館文学』624号、2012年）および同
「室町幕府奉行人在職考証稿（1）」（『立命館文学』651号、
2017年）、同「室町幕府奉行人在職考証稿（2）」（『立命
館文学』653号、2017年）参照
（43）官途は同じ「左衛門尉」だが、奥州総大将の石塔義房の奉
行人左衛門尉（加治家頼）ではない。『飯野』44・47号、『福
島県史』花押345（926頁）と408（929頁）は花押型が
異なる。なお、『南北朝遺文　中国四国編』1808号の足
利義詮裁許状（東京大学史料編纂所蔵）には、依田貞行の
花押はないが、「為依田右
（左）
衛門尉貞行・門真左衛門入道寂
意等奉行、貞和四年十二月七日有其沙汰」と書かれている。
（44）「社家別当」に関しては、文永6年鳥居造立配分状（『飯野』
6号）の署判に初見できる。また永仁5年の鳥居作料等配
分状案（『飯野』11号）には、覚乗なる僧侶が社家別当で
あったと見える。本来は、社僧が別当を務めていたが、次
第に八幡宮の供僧職は預所が進止するようになった（『飯
野』17号）。さらに、伊賀盛光のような俗人の神主が別当
を務めることとなった。ちなみに、建武元年（1334）9
月7日付け飯野八幡宮造営注文（『飯野』36号）には「西
方預所伊賀三
（盛光）
郎為神主職令支配也、」と見える。また、文
和2年（1353）の吉良貞家施行状（『飯野』79号）には「飯
野八幡宮神主伊賀三郎左衛門尉盛光」とある。なお、斯波
直持巻数返事（『飯野』120号）の宛所は、「飯野八幡宮神
主」（伊賀盛光）となっている。
（45） 前掲註（10）鎌倉論文
（46）『室町幕府の政治と経済』吉川弘文館、2006年、99頁、
104頁）
（47） 地頭国人の岩城氏にかかわる政治情勢ついては、前掲註
（8）佐藤論文や山名隆弘「国魂文書の一考察」（『福島の
研究』2・古代中世篇、清文堂、1986年、初出1985年）
の論説を参考にされたい。なお奥州管領の権限としては、
軍事指揮権、訴訟の管轄権、所領安堵・恩賞の推挙権、寺
社興行権が指摘されている（江田郁夫「東北の南北朝内乱
と奥州管領」〈白根靖大編著『東北の中世3室町幕府と東
北の国人』吉川弘文館、2015年〉）。飯野八幡宮に関しては、
とくに寺社興行権が重要である。
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